
1

CONTENTS

今月の
スポット

交通事故や違反は自分

の将来にも関わると言

うと、交通安全が一段

と身近なものになるの

です。
（特集より）

特集：『Safety Action 21』を活用した高校の交通安全教育 …q

高校生の目線で、交通安全を自分の
問題として考えてもらう
TRAFFIC ADVICE …………………………………r

●三重県立稲生高等学校・原付安全運転講習会／高校生と
その保護者が協同で原付通学のためのヒヤリマップを作成

SAFETY REPO………………………………………r

●Honda Cars男鹿／初心者のお客様に車庫入れのコツと
バリアフリーの大切さを伝える

●活動短信／交通教育センター1月

OPINION ………………………………………………t

●渡辺和敏／シミュレーターを使って緊急走行の技術を伝える

VOICE …………………………………………………t

DOCUMENT EYE○ ……………………………y

●日没後、自転車のライト点灯状況を観察する

2007年 2月10日発行（毎月1回10日発行）●SJ407号

204

2007  FEBRUARY

2
●編集室：〒１０７-８５５６東京都港区南青山２－１－１

本田技研工業株式会社
安全運転普及本部内
電話 03（5412）1736

●編集人：河野光彦
●年間購読料：1200円（定価1部100円・消費税込）
※郵便振替　口座番号：00170-7-173273
※加入者名：㈱アストクリエイティブ

安全運転普及本部係

2004年に（社）日本自動車工業会が高校教師用参考資料として開発した『Safety Action 21 高校生の交通安全教育』を活用して、
交通安全の授業を進める高校が増えてきている。これらの高校では普通自動車免許を取得する前でも、自転車や二輪車などを
テーマにした交通安全教育を行っている。実際に授業などで活用した先生方への取材を通して、『Safety Action 21』による交通
安全教育の可能性を探る。

高校生の目線で、交通安全を自分の
問題として考えてもらう

特集：『Safety Action 21』を活用した高校の交通安全教育

[解答] ①　自転車100％　歩行者 0％

②　自転車90％　 歩行者10％

③　自転車75％　 歩行者25％

[解説] 自転車が事故で加害者（第1当事者）になりうる

ことを理解させる問題。

※数字は「民事交通事故訴訟 損害賠償額算定基準2003年版」東京三弁護士会
交通事故処理委員会、（財）日弁連交通事故相談センター東京支部による

※『Safety Action 21』P13「自転車は歩行者？　それとも車両？」より転載

★実際に行ってみてください

解答と解説

問題3

問題4

[解答] ３（自転車の過失割合90％）

[解説] 自転車側は、無灯火、傘さし運転（片手運転）

という過失があった。歩行者も傘をさしていて、

通行車両を確認すべきであったという理由で、

10％の過失を認めた。

[解答] ２（自転車の過失割合100％）

[解説] 混雑した道だったので、自転車乗用車は歩行者

の持ち物などとの接触で歩行者を転倒させてケ

ガをさせることが予測できた。自転車乗用車は、

運転に注意を払い、自転車を降りて手押しする

ことも必要だったというのが理由。

※数字は交通事故民事判例集、自動車保険ジャーナルによる

問題

ケース１

ケース2
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『Safety
A
ction

21

』
は
高
校
で
交
通
安
全
を
指
導

さ
れ
る
先
生
方
の
た
め
に
企
画
さ
れ
、
随
時
生
じ
る
交

通
安
全
の
問
題
や
課
題
だ
け
で
な
く
計
画
的
な
指
導
に

も
活
用
で
き
る
よ
う
作
成
さ
れ
た
高
校
教
師
用
参
考
資

料
で
あ
る
。
そ
の
特
徴
は
次
の
４
つ
。

①
交
通
事
故
の
現
実
に
向
き
合
う

高
校
生
年
代
の
交
通
事
故
の
現
実
と
向
き
合
っ
て
具

体
的
、
本
質
的
な
授
業
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

②
自
分
で
考
え
、
実
行
で
き
る
よ
う
に
す
る

交
通
安
全
を
、
高
校
生
が
自
分
の
頭
で
考
え
、
実
行

で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を
教
育
効
果
と
し
て
期
待

し
て
い
る
。

③
生
徒
が
参
加
す
る
授
業

ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
核
に
し
て
、
生
徒
と
先
生
が
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
な
が
ら
、
一
緒
に
考
え
る

と
い
う
手
法
を
採
用
し
て
い
る
。

④
交
通
安
全
教
育
を
す
ぐ
に
始
め
ら
れ
る

交
通
に
つ
い
て
、
一
般
的
な
知
識
の
あ
る
先
生
（
日

常
的
に
運
転
し
て
い
る
な
ど
）
な
ら
、
誰
で
も
、
す

ぐ
に
交
通
安
全
教
育
を
始
め
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
こ

と
を
目
標
に
作
成
さ
れ
て
い
る
。

『Safety
A
ction

21

』
は
１
学
年
６
〜
７
時
限
の
授

業
展
開
を
想
定
し
、
高
校
１
〜
３
年
の
３
学
年
で
21
項

目
（
表
参
照
）
の
学
習
が
で
き
る
よ
う
に
構
成
さ
れ
て

い
る
。
先
生
方
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
、
学
年
に
関
係
な

く
、
必
要
項
目
だ
け
を
使
う
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

交
通
安
全
に
関
心
を
も
た
せ
、
身
近
な
問
題
と
し
て

考
え
さ
せ
る
に
は
、
ど
の
よ
う
に
教
え
れ
ば
い
い
か
。

そ
う
し
た
指
導
現
場
の
課
題
に
こ
た
え
る
格
好
の
テ
キ

ス
ト
と
し
て
『Safety

A
ction

21

』
は
活
用
さ
れ
て

い
る
。

生徒と先生がコミュニケーションを
とりながら、一緒に考える

君
津
青
葉
高
校
は
、
原
付
で
の
通
学
を
認
め
て
い
る
こ

と
も
あ
り（
今
年
２
月
現
在
の
原
付
通
学
許
可
者
は
36
名
）、

交
通
安
全
教
育
に
力
を
注
い
で
い
る
。
毎
年
４
月
に
は
ロ

ン
グ
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
で
校
内
一
斉
交
通
安
全
教
室
を
行

い
、
１
年
生
は
自
転
車
、
２
年
生
は
交
通
全
般
、
３
年
生

は
四
輪
車
に
関
わ
る
内
容
を
指
導
す
る
。
５
月
と
夏
休
み

明
け
に
は
、
君
津
警
察
署
や
上
総
自
動
車
教
習
所
の
協
力

の
も
と
に
、
原
付
通
学
者
を
対
象
に
し
た
交
通
安
全
教
室

を
開
催
し
て
い
る
。

そ
し
て
、
平
成
17
年
度
ま
で
は
２
年
生
の
総
合
的
な
学

習
の
時
間
に
お
け
る
選
択
科
目
の
１
つ
と
し
て
交
通
安
全

の
授
業
を
行
っ
て
い
た
。
こ
の
授
業
で
『S

a
fe
ty

A
ction

21

』
を
活
用
し
た
の
が
、
同
高
校
生
徒
指
導
部

交
通
安
全
係
の
小
泉
博
教
諭
だ
。「
こ
の
授
業
は
２
年
生

の
原
付
通
学
者
は
必
須
で
、
ほ
か
に
希
望
者
が
選
択
で
き

ま
す
。
平
成
17
年
度
の
授
業
で
は
、
原
付
通
学
者
以
外
の

生
徒
も
含
め
て
47
名
の
希
望
が
あ
り
、
多
人
数
の
た
め
視

聴
覚
室
で
授
業
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
教
材
と
し
て
使
用

し
た
『Safety

A
ction

21

』
は
交
通
安
全
に
関
し
て
幅

広
く
体
系
的
に
、
高
校
生
に
必
要
な
こ
と
が
カ
バ
ー
さ
れ

て
い
ま
す
。
授
業
時
間
の
50
分
の
中
で
、
ど
の
よ
う
に
展

開
し
て
い
け
ば
い
い
の
か
も
わ
か
る
内
容
で
す
」。

ま
た
、
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
図
、
写
真
な
ど
が
多
く
使
わ

れ
て
い
る
こ
と
も
、
生
徒
の
興
味
を
引
き
つ
け
、
問
題
を

わ
か
り
や
す
く
伝
え

る
上
で
効
果
的
だ
と

い
う
。
小
泉
教
諭
は

各
ペ
ー
ジ
を
ス
キ
ャ

ナ
ー
で
取
り
込
み
、

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
用
の
ソ
フ
ト
を
使
っ
て
指
導
で
き
る
よ
う
に
工
夫
し
て

い
る
。「
図
や
写
真
な
ど
を
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
に
映
し
出
す

こ
と
に
よ
っ
て
、
視
覚
で
訴
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

多
人
数
の
授
業
は
生
徒
の
注
意
が
散
漫
に
な
り
が
ち
で
す

が
、
生
徒
を
飽
き
さ
せ
ず
授
業
を
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

『Safety
A
ction

21

』
を
使
用
す
る
前
は
、
教
習
所
の

学
科
教
習
で
使
わ
れ
る
教
本
を
使
い
、
交
通
法
規
な
ど
を

中
心
に
教
え
て
い
ま
し
た
。
高
校
生
に
適
し
た
テ
キ
ス
ト

が
な
く
、
困
っ
て
い
た
時
に
『Safety

A
ction

21

』
を

読
ん
で
、『
ま
さ
に
こ
れ
だ
』
と
思
い
、
以
降
こ
れ
を
交

通
安
全
の
指
導
資
料
と
し
て
使
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」。

小
泉
教
諭
は
『Safety

A
ction

21

』
が
高
校
生
の
目

線
で
編
集
さ
れ
て
い
る
点
を
評
価
す
る
。「
私
が
指
導
し

た
中
で
、
生
徒
が
最
も
興
味
を
示
し
た
の
は
賠
償
に
つ
い

て
。
自
転
車
が
歩
行
者
と
接
触
し
、
相
手
に
ケ
ガ
を
さ
せ

て
加
害
者
と
な
っ
た
場
合
、
損
害
賠
償
が
発
生
す
る
と
い

う
説
明
を
す
る
と
、
生
徒
た
ち
は
驚
き
ま
す
。『
こ
ん
な

事
故
が
あ
り
ま
す
』
と
言
う
だ
け
で
し
た
ら
、
生
徒
の
心

に
響
か
な
い
ま
ま
で
終
わ
っ
て
い
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

『Safety
A
ction

21

』
で
は
、『
も
し
自
分
が
事
故
を
起

し
た
ら
、
高
校
生
で
も
こ
れ
だ
け
の
責
任
が
自
分
に
か
か

っ
て
く
る
』
と
い
う
点
ま
で
学
べ
ま
す
。
だ
か
ら
、
生
徒

は
自
分
の
こ
と
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
た
と
思
い
ま
す
。授

業
の
後
、『
自
転
車
保
険
に
加
入
し
た
い
け
れ
ど
、ど
う
す

れ
ば
よ
い
か
』と
い
っ
た
相
談
も
受
け
た
ほ
ど
で
す
。
こ

れ
ま
で
の
授
業
で
は
あ
ま
り
な
か
っ
た
こ
と
で
す
」。

平
成
18
年
度
は
総
合
的
な
学
習
の
時
間
に
交
通
安
全
の

授
業
を
設
け
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
４
月
の
校
内
一
斉
交
通

安
全
教
室
で
全
ク
ラ
ス
統
一
指
導
す
る
際
に
『S

afety

A
ction

21

』
が
資
料
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
。「
指
導
し

た
い
項
目
を
選
ん
で
、
各
ク
ラ
ス
担
任
に
該
当
す
る
ペ
ー

ジ
を
コ
ピ
ー
し
て
配
布
し
て
い
ま
す
。
解
説
が
わ
か
り
や

す
く
丁
寧
な
の
で
、
交
通
関
係
に
つ
い
て
詳
し
く
な
い
先

生
で
も
資
料
を
読
め
ば
指
導
が
可
能
で
す
。
実
際
の
教
育

現
場
で
は
、
交
通
安
全
教
育
が
必
要
な
こ
と
は
わ
か
っ
て

い
て
も
、
何
を
ど
の
よ
う
に
指
導
し
て
い
い
の
か
わ
か
ら

ず
、
多
く
の
教
員
が
困
っ
て
い
る
は
ず
で
す
。『Safety

A
ction

21

』
は
、
交
通
安
全
教
育
に
つ
い
て
の
専
門
的
な

知
識
、
ス
キ
ル
が
な
く
て
も
、
そ
の
内
容
を
理
解
す
れ
ば
、

無
理
な
く
、
負
担
な
く
指
導
で
き
ま
す
の
で
、
も
っ
と
多

く
の
教
員
に
知
っ
て
も
ら
い
、
活
用
し
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
」。

小泉教諭はプレゼンテーション用ソフトで
『Safety Action 21』の内容を編集し、それ
をプロジェクターに映し、授業を展開

●千葉県立君津青葉高等学校（千葉県君津市）

総合的な学習の時間に活用
活用事例

1

小泉教諭

『S
a
fe
ty
A
c
tio
n
2
1

』の
特
徴

『Safety Action 21』で取り上げている21項目の学年別構成

1. 交通社会人としての自覚はで
きている？（交通社会人とし
て発生する責任）

2. 自転車は歩行者？それとも車
両？（自転車は車両という自覚）

3. 路上ではみんなパートナー
（交通弱者との共存）

4. 一時停止標識があるところで
は自転車も停まらないといけ
ない？（自転車の出会い頭事
故防止の仕方）

5. 二輪車は、四輪車に見せる・
見られる運転が大事（四輪車
との事故防止の仕方）

6. 車に乗せてもらうのは楽し
い。でも危険もある（高校生
に多い四輪車同乗中の事故防
止の仕方）

7. この画面の中にどんな危険が
ありますか？（自転車乗用中）

8. 事故にあったらどうする？
事故を見たらどうする？

9. 違反や事故はあなたの人生設
計に影響を与える（とくに加
害者としての責任）

15.  四輪車の免許を持つことは、プ
ラス、マイナスの両面がある（四
輪ドライバーとしての自覚）

16.  エコロジーと車の運転

17. 路上でよいコミュニケーショ
ンをとれることが、よいドラ
イバーの大事な条件（四輪ド
ライバーとして他者との情報
の取り方、出し方の大切さなど）

18. 運転はいろいろなものに影響さ
れる（心的要因と運転の関係）

19. 友達を車に乗せるということ
は、友達の命を預かるというこ
と（高校生に多い四輪車同乗中
の事故防止を運転者の立場で）

20. 車の速度と自己過信（四輪車
の重大事故を速度との関係で）

21. この画面の中にどんな危険が
ありますか？（四輪車運転中）

10. 高齢者とよいパートナーシッ
プ（歩行者、自転車・二輪車
利用者としての高校生と高齢
歩行者のよい関係づくり）

11. 上手に運転しているのに、危
険な運転といわれる。どうし
て？（運転プロセスの理解）

12. この画面の中にどんな危険が
ありますか？（原付運転中）

13. 事故現場であなたができる
こと

14. 通学路の危険箇所マップづ
くり

交通社会人として
法律の知識や社会的責任

交通社会人として
共生の大切さ

事故防止のため
の実際的な知識

危険予測訓練

事故が起きたときの対応

地域社会への貢献

自転車
乗用中

原付
運転中

四輪車
同乗中

四輪車
運転中

カテゴリー 高校1年 高校2年 高校3年生
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特集：『Safety Action 21』を活用した高校の交通安全教育

栗
原
高
校
が
、
原
付
免
許
取
得
者
を
対
象
に
実
技
講
習
を

含
む
交
通
安
全
教
育
、
ヤ
ン
グ
ラ
イ
ダ
ー
ス
ク
ー
ル
を
始
め

た
の
は
昭
和
63
年
。
同
校
は
乗
せ
て
教
え
る
こ
と
で
事
故
を

防
ぎ
、
交
通
安
全
意
識
を
高
め
よ
う
と
い
う
、
今
日
の
参
加

体
験
型
教
育
の
先
鞭
を
つ
け
る
活
動
に
取
り
組
み
、
今
日
に

至
っ
て
い
る
。

ヤ
ン
グ
ラ
イ
ダ
ー
ス
ク
ー
ル
（
以
下
、
ス
ク
ー
ル
）
は
夏

休
み
前
の
７
月
、
冬
休
み
前
の
12
月
、
春
休
み
前
の
３
月
の

年
３
回
、
免
許
取
得
者
を
対
象
に
校
内
で
実
施
し
て
い
る
。

７
月
と
12
月
は
、
交
通
安
全
の
講
義
と
実
車
（
原
付
）
に
よ

る
実
技
、
３
月
が
救
急
法
の
講
義
と
実
習
と
い
う
内
容
で
、

毎
回
15
名
か
ら
20
名
く
ら
い
が
受
講
す
る
。
ス
ク
ー
ル
は
午

前
中
の
３
時
限
を
使
う
。
１
時
限
が
講
義
で
、
２
・
３
時
限

を
実
技
に
あ
て
て
い
る
。
実

技
は
神
奈
川
県
警
察
本
部
交

通
機
動
隊
と
女
性
白
バ
イ
隊

の
ホ
ワ
イ
ト
エ
ン
ジ
ェ
ル
ス

が
指
導
に
あ
た
る
。
そ
し
て
、

交
通
安
全
の
講
義
を
担
当
し

て
い
る
の
が
同
高
校
の
森
井

昌
邦
教
諭
だ
。

交
通
安
全
の
講
義
に
『Safety

A
ction

21

』
を
参
考
資

料
と
し
て
活
用
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
平
成
17
年
７
月

の
ス
ク
ー
ル
か
ら
と
い
う
。「
交
通
安
全
教
育
の
研
修
集
会

で
初
め
て
見
た
時
、
た
ま
た
ま
危
険
予
測
の
ペ
ー
ジ
が
目
に

入
っ
て
、
こ
れ
は
使
え
る
と
思
い
ま
し
た
」。

『Safety
A
ction

21

』
を
使
っ
た
講
義
は
、
平
成
18
年
12

月
ま
で
に
４
回
実
施
し
て
い
る
。
講
義
で
ま
ず
生
徒
に
配
付

す
る
の
が
、「
交
通
事
故
に
よ
る
刑
事
上
の
責
任
と
職
業
」

の
ペ
ー
ジ
だ
。
生
徒

の
興
味
を
ひ
く
よ
う

に
、
導
入
部
分
を

「
な
め
て
ま
せ
ん
か
？

事
故
＆
違
反
」
と
ア

レ
ン
ジ
し
て
い
る
。

「
職
業
に
よ
っ
て
は
罰
金
以
上
の
刑
で
就
け
な
い
場
合
が
あ

る
、
例
え
ば
調
理
師
と
言
う
と
生
徒
は
『
え
っ
』
と
い
う
顔

を
し
ま
す
。
交
通
事
故
や
違
反
は
自
分
の
将
来
に
も
関
わ
る

と
い
う
と
、
交
通
安
全
が
一
段
と
身
近
な
も
の
に
な
る
の
で

す
。普
段
、
積
極
的
に
質
問
し
な
い
生
徒
た
ち
か
ら
、『
ス
ピ

ー
ド
違
反
は
ど
う
な
る
の
？
』
と
い
っ
た
質
問
も
出
ま
す
」。

さ
ら
に
、
危
険
予
測
を
重
点
的
に
教
え
る
。「
特
に
、
見

え
て
い
な
い
所
に
潜
む
危
険
、
自
分
自
身
の
次
の
行
動
に
潜

む
危
険
、
人
の
落
ち
込
み
や
す
い
交
通
心
理
、
と
い
う
こ
と

を
考
え
さ
せ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
ワ
ー
ク
シ

ー
ト
の
バ
イ
ク
が
左
カ
ー
ブ
を
曲
が
る
場
面
。
路
面
に
砂
利

が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
、
カ
ー
ブ
の
先
に
ク
ル
マ
が
停
ま
っ

て
い
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
っ
た
、
危
険
を
考
え
さ
せ
る
。

ま
た
、
自
分
が
バ
イ
ク
で
対
向
車
線
を
走
っ
て
き
た
と
し
た

ら
、
ど
う
い
う
運
転
を
す
る
か
も
考
え
さ
せ
る
。
セ
ン
タ
ー

ラ
イ
ン
寄
り
に
車
体
を
傾
け
て
走
る
こ
と
も
あ
る
だ
ろ
う
。

そ
う
い
う
バ
イ
ク
が
対
向
車
線
か
ら
来
た
ら
ど
う
な
る
か
。

相
手
は
こ
ち
ら
が
予
想
し
た
行
動
を
と
ら
な
い
こ
と
も
あ

る
。
ま
た
、
前
を
走
る
友
達
の
バ
イ
ク
に
遅
れ
ま
い
と
し
て

安
全
確
認
を
怠
る
。
前
が
行
っ
た
の
で
安
全
だ
と
思
い
、
自

分
で
考
え
ず
に
つ
い
て
い
っ
て
し
ま
う
と
い
う
心
理
状
態
は

高
校
生
に
は
よ
く
あ
る
は
ず
で
す
。
日
々
の
運
転
を
振
り
返

っ
て
も
ら
い
、
そ
う
し
た
状
況
で
の
危
険
を
考
え
さ
せ
る
た

め
に
危
険
予
測
の
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
使
い
ま
す
」。
危
険
予

測
の
話
を
進
め
て
い
く
と
、「
実
は
、
バ
イ
ク
を
運
転
し
て

い
て
ヒ
ヤ
リ
と
し
た
こ
と
が
あ
る
」
な
ど
、
生
徒
の
方
か
ら

自
分
の
体
験
を
話
す
こ
と
も
少
な
く
な
い
そ
う
だ
。
こ
う
し

た
実
体
験
も
適
宜
素
材
に
し
て
、
森
井
教
諭
は
考
え
さ
せ
る
、

気
づ
く
授
業
を
進
め
て
い
る
。

ま
た
同
校
で
は
、
３
年
の
総
合
的
な
学
習
の
時
間
で
も
交

通
安
全
の
授
業
を
行
っ
て
い
る
。
昨
年
の
こ
の
授
業
で
は
交

通
標
識
を
取
り
上
げ
た
。「
自
転
車
も
車
両
で
あ
り
、
守
ら

な
く
て
は
い
け
な
い
標
識
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、

『Safety
A
ction

21

』
の
『
一
時
停
止
標
識
が
あ
る
と
こ

ろ
で
は
自
転
車
も
停
ま
ら
な
い
と
い
け
な
い
？
』
を
参
考
に

し
ま
し
た
。
当
校
は
生
徒
の
７
割
が
自
転
車
通
学
を
し
て
い

ま
す
が
、
自
転
車
も
車
両
の
１
つ
と
い
う
こ
と
を
知
ら
ず
、

標
識
を
意
識
し
て
い
な
い
生
徒
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
景
色
の

一
部
と
し
て
し
か
標
識
を
見
て
い
な
い
。
日
常
生
活
の
な
か

で
、
な
ぜ
そ
の
標
識
が
そ
の
場
所
に
あ
る
の
か
、
そ
の
標
識

か
ら
そ
の
場
所
に
潜
む
危
険
を
考
え
さ
せ
て
い
き
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
」
と
森
井
教
諭
は
言
う
。

森井教諭は『Safety Action 21』P81に掲載され
ている「交通事故による刑事上の責任と職業」を
元に資料を作成した

『Safety Action 21』P115「この画面
の中にどんな危険がありますか？
（原付運転中）」に掲載されている危
険予測のワークシート

ヤングライダースクールの講義風景

●神奈川県立栗原高等学校（神奈川県座間市）

ヤングライダースクールの講義テキストに
活用事例
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森井教諭

『Safety Action 21』は
（社）日本自動車工業会の
ホームページからダウンロード可能

『Safety Action 21』の指導資料および生徒用資料
は（社）日本自動車工業会のホームページからPDF
ファイルをダウンロードすることができます。必
要な箇所だけを選んで、ダウンロードすることも
可能です。

生徒が積極的に授業
に参加しやすくする
ためのワークシート

各項目の最後には、
「先生のための資料」
として関連するデー
タなどをわかりやす
く掲載

各項目のはじめには、題材の設定理由から、
授業の前に準備するもの、指導上の留意点
などがまとめられている

『Safety Action 21』各項目の構成

こちらからダウンロード

（社）日本自動車工業会のホームページアドレス

http://www.jama.or.jp/safe/safety/


